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ジャガーカーズ、2012年9月　－　プレスリリース

ジャガー「Fタイプ」、 2012パリ・モーターショーでデビュー

キーポイント

01.	Fタイプは、完全に新型の、2シーターのジャガー・スポーツカーです。

02.	フロントエンジン・リアドライブ式のFタイプは、純粋にダイナミックなドライビングの歓びと、驚嘆の高性能を提供すべく開発されました。

03.	Fタイプのエクステリアは、ジャガーにとって新たなスポーツカーのデザイン言語を視覚的に具現化したものです。従来よりもクリーンなラインは、リトラクタブル式のアクティブ・リアスポイラーやドアハンドルなどの技術をさりげなく採用することにより、実現したものです。

04.	Fタイプのインテリアは、ドライバー・フォーカスの哲学に基づき、スイッチ類が印象深い構造で包み込まれるように配されています。トリム素材にも技術的な味付けが施され、2人乗りコックピットスタイルのキャビンにおける左右の差別化が図られています。

05.	Fタイプのモデル構成は、「Fタイプ」、「FタイプS」、「FタイプV8 S」の3機種となります。「Fタイプ」には340PSを発生するジャガーの新型3.0リッターのスーパーチャージドV6ガソリンエンジンが、「FタイプS」にはその380PSモデル、そして「FタイプV8 S」には495PSを発生する5.0リッター・スーパーチャージドV8ガソリンエンジンが搭載されます。

06.	最上級モデルの「FタイプV8 S」の0-60mphは4.2秒、最高速度は186mphに達します。380PS V6搭載の「FタイプS」は60mphに4.8秒で到達し、最高速度は171mph、「Fタイプ」の0-60mphは5.1秒で、最高速度は161mphです。

07.	3種類のエンジンは、8速「クイックシフト」トランスミッションを組み合わされ、センターコンソール部に取り付けられたマニュアル・シーケンシャル・コントロールを行う「スポーツシフト」セレクター、そしてステアリングホイールに装備されているパドルシフトによって操作します。

08.	SモデルのV6にはメカニカル式、V8には電子制御式のリミテッド・スリップ・ディファレンシャルが搭載され、トラクションの最大により、ドライバーが意図する最高の走りをもたらします。

09.	両Sモデルには、「アクティブ・エグゾースト」システムが標準装備され、またオプションとして、ラップタイマーやGメーターなど、ダイナミクスに関するさまざまな機能を、ドライバーが自分の好みに応じて調整可能な「コンフィギュアブル・ダイナミクス」プログラムが用意されています。

10.	Fタイプの基本構造は、ジャガーが業界初の技術を用いて開発し、高く評価されている軽量アルミニウム・アーキテクチャーの第4世代です。

11.	ねじり剛性および横剛性は、クイックなハンドリング性能を最大化するために重点的に強化されました。その堅牢なアルミニウム構造をベースに、ステアリング、ブレーキ、パワートレインなどのあらゆるシステムは、ドライバーの意図に即座に応じられるよう、最適化が図られました。

12.	前・後輪ともにアルミニウム製ダブル・ウィッシュボーン式サスペンションシステムを装備し、精緻なボディコントロールを可能にする他、アダプティブ・ダンピングがダイナミクス性能をさらなる次元へと昇華ささせています。


概要

「ジャガーはスポーツカー市場創設の一立役者の1社であり、その分野で75年以上に及ぶ豊かな伝統を誇ります。Fタイプには、再び燃え上がった、我々のスポーツカーメーカーとしての情熱が凝縮されています。Fタイプは、ありきたりのスポーツカーではありません。Fタイプは、ジャガーのスポーツカーなのです。素晴らしく精緻であり、パワフル、官能的、そして何よりも、生命が宿っているかのように感じるクルマなのです。」
―　ジャガー、グローバル・ブランド・ディレクター、エイドリアン・ホールマーク

新型ジャガーFタイプは、性能、俊敏性、およびドライバーとの一体感に焦点をあてた2シーターのコンバーチブルスポーツカーで、つまりは、ジャガーにとっては、自らの原点回帰の象徴と言えます。同時に、Fタイプは、スポーツカーの歴史上、最も美しく、最も感動的、そして最も魅力的なモデルをいくつも生み出してきた、75年以上におよぶジャガーのスポーツカーの伝統を受け継ぐものです。

Fタイプのエンジニアリング理念の中核を成すのは、業界をリードするアルミニウム使用に関する専門知識です。ジャガーが誇るアルミニウム構造においても、これまでで最も先進的、で堅牢かつ軽量なアルミニウム・ボディをもつFタイプは、後輪駆動によるダイナミクス性能を最大限に発揮させる、バランスのとれた理想的な重量配分を実現しています。Fタイプの製造過程では、コンピューターによる数値解析（Computer Aided Engineering）プログラムを広範囲に用いることで、より細部への取組みがなされ、さらに軽量なアルミニウム製フロント・サブフレームの新開発という成果にもつながりました。

Fタイプは、その先進的な構造がもたらす利点を最大限に活かすべく、前・後輪にオール・アルミニウム製ダブル・ウィッシュボーン式サスペンションを採用し、小さなギアレシオのステアリングラックを用いることで、極めて高いクイック性能を実現しています。アルミニウム構造は、サスペンションに可能な限り強固な土台を提供するために最適化が図られた結果、主要な部分での堅牢性が、他のジャガー車に採用されているどのアルミニウム構造と比較しても、30％以上の向上を達成しています。

発売時のラインアップは、「Fタイプ」、「FタイプS」、「FタイプV8 S」の3タイプです。どの機種にも、出力は異なりますが、最高の効率を実現するためのストップ／スタートテクノロジーを使った過給機付ガソリンエンジンが搭載されています。

新型3.0リッターV6は、非常に高く評価されているジャガー製5.0リッターV8をベースに開発され、Fタイプには出力340PSのバージョンが、FタイプSには出力380PSのバージョンが搭載されています。どちらも、スポーツドライビング志向のドライバーがエンジン性能を最大限に活かした走りを楽しめるように、スムーズな回転数の上昇と、のびやかな加速を実現しています。

これらV6モデルに加え、ジャガーのV8エンジンシリーズの改良型もラインアップされます。FタイプV8 Sモデルに搭載される、495PSの最高出力と625Nmのトルクを発生させるエンジンは、375Nm/トンという驚異的なトルク重量比を有し、静止状態から60mphまで4.2秒で加速します（0-100km/h換算で4.3秒）。また、電子制御のリミッターによる最高速度は186mph（300 km/h）、CO2排出量は259g/kmとなっています。

最高出力380PS V6搭載のFタイプSは、0-60mphが4.8秒（0-100km/h換算で4.9秒）、電制リミッター付きの最高速度は171mph（275km/h）、CO2排出量は213g/kmです。

340PS V6搭載のFタイプは、60mphまで5.1秒（0-100km/h換算で5.3秒）で加速し、電子制御リミッターによる最高速度は161mph（260km/h）、CO2排出量はわずか209g/kmとなっています。

アクティブ・エグゾースト・システムは、SとV8 Sの両モデルに標準装備され、ドライバーとクルマとの一体感をさらなる次元へと導きます。エグゾース・トシステム内のバルブは3000rpm以上の負荷で開き、エグゾースト・ノートがスリリングに吹き上がり、最大回転数でクライマックスに達します。

Fタイプはクイックシフト・トランスミッションに、各ギア間に差があまりない8段のスポーツドライビングに適したギアレシオを設定しているため、ドライバーは、より自由な制御が可能となっています。V6エンジン搭載のSモデルには、「ダイナミック・ローンチ」機能が備わっており、静止状態からの最適な加速を実現します。

ジャガーが考える将来は、既存概念にあえて挑戦した主張あるデザイン言語に反映されています。ジャガーは常にしなやかで、たくましいシンプルさを表現してきました。Fタイプも例外ではありません。Fタイプのフォルムは、フロント・フェンダーとリア・フェンダーを形成する2本の「ハートライン（Fタイプのデザイン・フィロソフィーの根幹をなす重要なライン）」によって特徴づけられています。

Fタイプのフロントデザインは、2011年に発表されたコンセプトモデル「C-X16」から創作の発想を得ており、大胆で角張ったジャガーのグリルには新しい解釈が施されています。そして、そのグリルから、特徴的なパワーバルジが装備された隆起のあるクラムシェル・ボンネットへとラインが続きます。この極めて重要なFタイプ・デザインを象徴するハートラインは、グリルの両サイドの「サメのエラ」のようになっている部分を分断しているブレードが出発点で、視線はそこからバイキセノン・ヘッドランプに一体化されたLEDデイタイム・ランニング・ライトによって強調されたフロント・フェンダーのトップへと導かれます。さらにドアへと続き、ボディ後方へと向かったラインは優雅に消滅します。

ハートラインの流れは、ここでもう一本のハートラインへと引き継がれます。ラインは豊かなヒップ部のスタイルを形成するために膨らみ、その後、官能的なテイル下部に沿って印象深く続きますが、これは、速度が上がると展開して揚力を最大120kg抑えるリトラクタブル式のアクティブ・リアスポイラーを包有することによって可能となっています。全面的にLEDを採用したリアランプは、過去のモデルから引き継ぐ伝統的なデザイン・キューに新たな解釈を加え、ジャガー・スポーツカーの新しい特徴を形成しています。また、リアのホイールアーチのエッジに沿って周囲を包み込むことにより、Fタイプのパワフルな佇まいと、後輪駆動のスポーツカーとしての高い性能を予感させる役目を果たしています。

Fタイプにおいて、ドライバーとクルマとの一体感、およびスポーツカーとしての性能への際立たせる試みは、左右非対称な「1+1」のキャビンレイアウトによって強調されています。その区別は、助手席側のセンターコンソールの助手席側に設けられ、運転席の領域とは区切りをつけるハンドルの存在によっても明らかです。キャビンのトリミ素材にも左右で異なるものが使われており、ドライバー側はより機能的イメージな仕上げになっていることも差別化に一役買っています。

戦闘機のコックピットにヒントを得、スイッチやコントロール類は人間工学的な配慮をもとに機能ごとにまとめられています。航空機からヒントを得た別の例は、8速トランスミッションを操作する操縦桿の形をした「スポーツシフト」セレクターです。ダッシュボード上部のエアベントは、通常は見えないように折り込まれており、ドライバーの操作によって、あるいは複雑なアルゴリズムの判断によってのみ、使用可能な状態に展開されます。

「Fタイプの開発では、ジャガーのエンジニアリングチームはこれまでにないレベルのダイナミックな走行性能の実現に焦点を当て、ひとりひとりのエンジニアは極めて困難な目標に挑みました。そうした目標のすべてがクリアされたばかりか、多くの場合で目標以上の成果が得られた結果、Fタイプは我々が意図したスポーツカーとしての主要な特性を精緻なまでに具現化したクルマとなったのです。」
―　ジャガー、ビークル・ライン・ディレクター、イアン・ホーバン

構造

ジャガーが有するアルミニウム製車体アーキテクチャーに関するノウハウは、Fタイプをこれほどまでに特別なクルマにするために必要不可欠なことでした。アルミニウム製モノコック・ボディ構造を量産車に用いることではパイオニアであるジャガーのエンジニアチームは、10年以上に渡り培ってきたこの分野での経験を余すことなく発揮し、Fタイプが掲げる「軽量化」と「極めて高剛性なボディ」という2つの目標を達成しました。

目標達成の鍵は、ジャガーが持つ合金技術の更なる開発でした。これにより軽量化を図りながら、構造的にはさらに高い完成度を実現しました。AC300の、衝撃吸収性に優れた6000系のアルミ合金がFタイプ向けに特別に製錬され、既存の高性能XKプラットフォームと同レベルの強度を維持する一方で、大幅な軽量化が図られました。アルミニウム製モノコック・ボディ構造は、元来このXKプラットフォーム用として最初に開発されたものです。

結果、Fタイプのホワイトボディ重量をわずか261kgに抑えることができました。これは、Fタイプのハンドリング、加速、ブレーキ、燃費、排出ガスといった性能の総合的なレベルに明らかな利点をもたらします。フロントとリアのオーバーハング部分を最小限に抑え、重量物をできる限りホイールベース内に集中させることで、Fタイプはその特有のスタビリティを実現し、ドライバーにいっそうの自信を与える走りを可能にしたのです。Fタイプのドライビング・ポジションは、高評価を得ているXKR-Sよりも20mm低いため、低重心化の実現とドライバーがクルマとの一体感を味わえるというメリットをもたらしました。

合金構造材に加え、ジャガーは、目指すデザイン言語を形にするために、さらに合金材によるボディパネルを開発しました。AC600合金は、XKで使用されている既存メタル同様の堅牢性と仕上がりを可能にする一方、極めて優れた成形性を持ち、より明確かつRの小さな曲面ややキャラクターラインを実現します。
これにより、例えば、半径を50％縮小し、わずか8mmにしたうえで、エンジニアチームは最重要な「ハートライン」を、デザイナーがまさに意図したとおりに再現してみせたのです。驚くべきことに、Fタイプのエキゾティックで特徴的な外観の要素であり、フロントのハートラインの出発点でもある美しいクラムシェル・スタイルのボンネットは、1000トンプレス機を使って一体プレス成形されています。

[bookmark: _GoBack]様々な手法を使い分け、多くの主要部分で重量削減を実現しました。ホワイトボディの設計を最適化することにより、全体で35kgの軽量化が達成され、徹底的に細部にまでこだわり、フロントガラス、冷却パック、吸気システムをそれぞれ2kg軽くすることができました。エンジンの取り付け部とバンパービームもまた、5kgずつ重量削減に成功し、パワートレインの最適化により8kgも軽量化されました。新しい合金製フロント・サブフレームは、スチール製の同様の部品よりも5kg軽くなっています。

Fタイプは、これまで製造されたどのジャガー車よりも多くの複合材を使用しています。例えば、シルの下のクラッシャブル・ゾーンと、トランク・リッドは、高強度プラスチックで造られています。Fタイプの構造体で言えば、ボンネットシステムも12kgの削減に貢献したほか、シート構造およびその取り付けの最適化により24kgという驚異的な軽量化が達成できました。その結果、Fタイプの重量はわずか1,597kgからとなっています。

アルミニウムは、ジャガーのサステナビリティへの取り組みの大部分を占めており、車両に使用される金属の半分以上は再生金属で造られています。さらにFタイプのボディ構造はリベットと接着剤のみを用いて接合されており、こうした製造工程は、スチール構造を溶接した場合と比べ、CO2排出量が最大80%も少なくなります。ジャガーは自社のクローズド・ループのリサイクルシステムを納入業者にも適用しており、製造工程から出た金属の残材全てを確実に回収し、それらの再利用に取り組んでいます。

パフォーマンス

Fタイプは、極めて高出力、高トルクな上に高効率を実現する、ジャガーの次世代型スーパーチャージド・エンジンを、完璧なまでに体現しているモデルです。

FタイプS専用のエンジンは、3.0リッターV型6気筒過給機付ユニットの380PS/460Nmバージョンです。このユニットは、XJとXFサルーンの2013年モデルに340PS/450Nmバージョンとして初めて搭載され、Fタイプにも同じ、出力340PSバージョンがラインアップされます。このV6エンジンは、高い評価を獲得しながら今や第3世代となった5.0リッターV8エンジンをベースに開発され、V8ユニットと同じくオール・アロイ構造で、その軽量ダイカスト・ブロックは、クロスボルト留めされたメイン・ベアリング・キャップで補強され、剛性と洗練性を高めています。

4バルブ・シリンダー・ヘッドには、再生アルミニウムを使用しており、バルブ自体は、吸気・排気両バルブの動きが起こすプラスとマイナスのトルクによって作動する、独立デュアル可変カム・タイミング・システムによって制御されます。作用角が150度／秒を超えると、タイミングシステムがパワー、トルク、燃料消費の最適化を図ります。同時に、このV6ユニットに、際立って緊迫した即応性が要求される状況が伝わり、ドライバーは全回転域を使うよう促されます。

この反応のよい不断のパワー供給を可能にしているのは、スプレー・ガイデッド・ガソリン直噴システムです。正確に測定された量の燃料を、燃焼室の中央部に最大150barの圧力で直接噴射するもので、空燃比をできるだけ一定にし、よりクリーンで効率の良い燃焼を実現するものです。

これは、インジェクターとの関連において、そして燃焼室内で、正確な方向に火花を散らすスパークプラグによって支援されています。圧縮比も過給機付V8エンジンでは9.5:1から10:5.1に引き上げられ、燃費とCO2排出をより一層改善することにつながりました。

エンジンのV字部分に取り付けられているのは、最新世代のルーツタイプ・ツインボルテックス・スーパーチャージャーで、これを採用することが3.0リッターV6スーパーチャージド・エンジンの排気量に対する出力の高さと、効率に大きく貢献しています。スーパーチャージャーの使用で、よりキャパシティの大きいターボチャージド・エンジンにつきものの背圧の増加がもたらすポンピング・ロスを避けることができ、効率と即応性が向上しました。V8で使われているスーパーチャージャーよりもコンパクトで、水冷式インタークーラーが吸気の温度を下げ、パワーと効率の双方を最適化します。

スーパーチャージャーのブースト制御は、ボッシュ製新型エンジンマネジメント・ソフトウェアが担っており、最適な効率を実現します。出力340PSユニット搭載のFタイプは、0-60mphが5.1秒という優れた加速力、および電制リミッターによるトップスピード161mphとなりますが、中回転域にある50-70mphを3.3秒で達成するという加速性能をも達成しています。

最高出力380PSにチューニングされた3.0リッターV6スーパーチャージド・エンジンは、これまで造られたジャガーエンジンの中では、排気量１リッターあたり127PSを発生するという最大の排気量比出力を達成しています。FタイプSでは、50-75mphの加速に要する時間は3.1秒で、0-60mphの4.8秒、および電子制御のリミッターを付与された最高速度171mphとともにその加速性能を証明しています。また、Fタイプ、ならびにFタイプSは、それぞれ209g/kmと213g/km のCO2排出量を達成しています。

Fタイプのラインアップ最後を飾るモデルはV8 Sで、エンジンはジャガーの5.0リッターV8スーパーチャージド・ユニットの新バージョンが搭載されており、より小型で軽量、かつ敏捷なモデルへ応用するにあたり、最高出力は495PS、最大トルクは625Ｎmにチューニングされています。これにより、0-60mphは4.2秒、電子制御の最高速度は186mph、50-75mph加速はわずか2.5秒、CO2排出量は259g/kmという、注目すべき数値を実現しました。

「我々のスーパーチャージドV6およびV8エンジンは、排気量リッターあたりの高い出力と目覚ましいトルクを提供し、Fタイプのスポ－ティーな特質に完璧にマッチしています。これらのエンジンと組み合わされる、各シフトの変速比差がわずかな8速『クイックシフト』トランスミッションは、スポーツカーの性能を引き出すのにまたとないパートナーとなっています。」
―　ジャガー、パフォーマンス＆操縦性特性担当テクニカル・スペシャリスト、ティム・クラーク

アクティブ・エグゾースト

「V6」、「V8 S」の両モデルには、アクティブ・エグゾースト・システムが標準装備されます（340PSモデルではオプション）。これは、排気系リア･セクションに電子制御式のバイパス・バルブを使用することで、Fタイプが生み出すサウンドに新次元の聴覚的興奮をもたらすものです。バイパス・バルブは、急加速時に開き、サイレンサー内部における排気ガスのルートを実質的な自由流動からストレート式にアレンジメントに変え、スポーツカートしてのエギゾースト・サウンドの質を強化します。

85回以上の反復作業を経て入念に開発されたアクティブ・エグゾーストは正統派の豊かなサウンドを生み出し、エンジン回転域の上限に近づくと、雄々しくクライマックスに達します。バイパス・バルブは、通常は負荷がかかると開く設定ですが、ジャガー・ドライブ・コントローラーを使ってダイナミック・モードを選択するか、あるいは任意でオーバーライド・ボタンを操作し、常時開いた状態にすることも可能です。ジャガー・ドライブ・コントローラーは、スロットルの反応、ギアチェンジ、あるいはステアリングやサスペンションシステムを最適化する際にも使用します。

このシステムが提供する最大限の恩恵をドライバーが確実に享受できるよう、車両後部での音響チューニングを施し、キャビン内でエグゾースト・サウンドが更に聞こえやすくなっています。また、インテイク・フィードバック・システムにより、インテイク・マニホールド内で発生していることが、ドライバーにも体験可能になり、加速に従い発生するスーパーチャージャーの巻き上がるような高音と相まると、更なる興奮をもたらします。

8速「クイックシフト」トランスミッション

シフト間のギア比差が小さい8段のスポーツカー向け変速比が設定された「クイックシフト」トランスミッションにより、Fタイプのドライバーは回転域の全域を活用でき、しかも、エンジンはどのような変速を行っても、最適化されたパワーを確実にもたらします。このトランスミッションは、ジャガーのエンジニアチームによりどのようなエンジン回転数や車速であっても加速が優先されるように、スポーツカー向けに特別に最適化が施されています。

全てのギアシフトで可能な限りスムーズな変速が行われるために、Fタイプの駆動系はタイヤの接地面に至るまで全て、変速時により迅速なトルク供給を確実に実行するよう最適なチューニングが施されており、エンジンはアクセルからの要求に、よりシャープかつ正確に反応します。さらに、トランスミッションがいったん2速にシフトされると、ロッキング・クラッチがトルクコンバーターを分離し、エンジンと駆動輪である後輪を機械的に直結します。

クルマとの「連結感」はギアチェンジそのものにも当てはまります。「クイックシフト」というシステムにより、変速をより短く瞬時に行うことが可能です。これはシフトアップの際、エンジントルクが迅速かつ正確なタイミングで介入することにより実現しました。エンジンの慣性を利用し、より短く、カチっとギアシフトが行われ、変速時にもスムーズでもたつきのない加速感を実現します。

トランスミッションの作動パラメーターは、ドライビングスタイルと路面状況によって25種類のプログラムから選ばれる、アダプティブ・シフト・ストラテジーによって定められます。トランスミッションは加速と減速、コーナリング力、アクセルペダルとブレーキペダルの動き、路面からの負荷、キックダウンの要求、さらには上り坂あるいは下り坂を走行中なのかといった要件をモニターすることにより、車両がどのように運転されているのかを検知することができます。より緊迫したドライビングスタイルを検知すると、トランスミッションは自動的にギアシフトをよりアグレッシブにし、シフトアップのポイントをより高い回転域に移します。

トランスミッションには、Fタイプのドライバーによる積極的なドライビングを想定し、特別に配慮した機能が数多く備わっています。シフトダウン時に車体のバランスを保つために、トランスミッションはスロットルをエンジン回転数に合わせて自動的に閉じるよう、エンジンマネジメント・システムに信号を出します。この機能により、ブレーキが強く踏み込まれた際でも、トランスミッションは迅速に複数段のシフトダウンを実行できます。

「コーナー・レコグニション」がカーブを走っていることを検知すると、トランスミッションは変速比を維持し、適切なギアでカーブを走り抜けるようにします。さらに、クイックなスロットル・ポジションの変更が必要となる一連の追い越し動作を認知すると、トランスミッションはシフトアップするのではなく、次に加速が必要な場合を予測し低めのギアを維持します。

ドライバーはステアリングホイールに取り付けられたパドル、またはセンターコンソールにあるスポーツシフトのセレクターを操作して、いつでもトランスミッションをマニュアル優先にすることができます。セレクターを左に動かすとマニュアルモードに切り替わり、その状態でレバーを前方に倒せばシフトダウンになり、手前に引いて戻せばシフトアップが可能です。ジャガー・ドライブ・コントローラーを操作し、「ダイナミック・モード」を選択した場合は、トランスミッションは最大回転数に達しても自動的にシフトアップをせず、エンジンが失速するのを防ぐためシフトダウンのみを実行し、制御を完全にドライバーの手に委ねます。

ダイナミック・ローンチ・モード

FタイプSは、3機種のラインアップの中で唯一、静止状態からの最適な加速を実現するための追加機能「ダイナミック・ローンチ・モード」を備えています。車が静止している時、「ダイナミック・ローンチ、準備完了」のメッセージがインストルメントパネルに表示されるまでエンジンスピードを上げながら、ドライバーはブレーキペダルを踏み込みます。その後、ドライバーはアクセルを床まで踏み込みブレーキペダルから足を離すだけで、あとは車に任せれば、最適な加速を実現してくれるのです。

リミテッド・スリップ・ディフレンシャル

FタイプSには、メカニカル式のリミテッド・スリップ・ディフレンシャルが標準装備されています。このメカニカル・システムは、信頼性と後輪駆動のスポーツカーとの相性が良いため採用されました。ドライバーは、先進的で確かな手応えのハンドリング性能によりで、車の優れたバランスとグリップの限界を体験することができるのです。

V8 Sモデルにはジャガーのアクティブ・エレクトロニック・ディフレンシャルが装備されており、タイヤの空転を抑え、トラクションを最大化し、より大きなコントロール力を提供します。このジャガー・アクティブ・エレクトロニック・ディフレンシャルは、電動モーターから動力を得、マルチプレート・クラッチに作用し、ホイールに最大限のグリップ力を伝えます。完全にオートマチッくのこのシステムは、フルロッキングトルクをほぼ瞬時に提供します。スタビリティ、トラクション、ABSの各システムと連携することにより、パワー伝達の非常に緻密な制御と、常に可能なグリップ力を最大限発揮します。

ブレーキ

Fタイプの3モデルは、徐々に制動力が大きくなる、高い安心をもたらすブレーキシステムを搭載しています。このブレーキシステムは、ジャガーとして期待されるスポーティーな走りに対応する性能を備え、正確な操作に欠かせないペダルからのフィードバックもハイレベルで実現しています。

エンジン最高出力340PSの Fタイプに搭載のジャガー・パフォーマンス・ブレーキシステムは、ディスクサイズが前輪354mm、後輪325mmで、シルバーのキャリパーを装着しています。FタイプSは、前輪に380mmの、より大型なディスクを使用するジャガー・ハイパフォーマンス・ブレーキシステムを搭載し、キャリパーは黒または赤となります。

FタイプV8 Sに採用されているスーパー・ハイパフォーマンス・ブレーキシステムは、ジャガーの市販モデルに標準装備されている中では最大となる前輪380mm、後輪376mmのディスクブレーキで、黒または赤のキャリパーが組み合わされます。全ての機種に、ABS、電子制御式ブレーキ・フォース・ディストリビューション、およびエマージェンシー・ブレーキ・アシストが標準装備されています。

数値流体力学の利用により、ジャガーのエンジニアチームは、最適なブレーキ冷却方法を実現することができました。ひとつは、グリルの脇にあるエアインテークから得た冷気をディスクに導くという方法で、もうひとつは、空気力学的に設計されたサスペンション部品を使い、車体下の空気の流れを制御するという方法です。

インテリジェント・ストップ／スタート

Fタイプには、車が静止した際、およびドライバーの足がブレーキペダルの上に置かれた時にエンジンを自動的に止めるジャガー・インテリジェント・ストップ／スタート・システムが標準装備されています。ブレーキペダルから足が離れると、システムはドライバーが足をブレーキからアクセルペダルに移すよりも短時間で、エンジンを再始動します。
ツインソレノイド・システムが作動するスピードは、「ドライビング意志の変更」を機能として可能にします。例えば、交差点で徐々に減速している最中に、ドライバーが車線に合流するチャンスを見つけた場合などエンジンが徐々に停止する段階であっても、もとのスピードに戻ることが可能です。このシステムは、燃費向上とCO2排出量最大5％低減に寄与します。

ダイナミクス

Fタイプのアルミニウム製アンダーボディを開発するにあたり、エンジニアチームが留意した点は、ジャガーのスポーツカーに期待される、クルマとの一体感、俊敏性、手応えのあるドライビング体験を実現するために最高の基盤を提供するということでした。ステアリングからギアシフト、スロットル、ブレーキ、およびサスペンションへの反応は、一体感が感じられて正確、そして可能な限りドライバーによる制御への介在を実現するように全て綿密に調整されました。

「基本的に、偉大なスポーツカーというものは、運転するのが楽しいから、運転できるのを心待ちにするようなクルマです。Fタイプはその点に関して確実に期待に応えています。我々はステアリング、スロットル、ブレーキへのレスポンスが間違いなく瞬時に行われるようにするため懸命に課題に取り組みました。クルマのベースが剛性の高いアルミニウム・アーキテクチャーであることが課題への取り組みを容易にしたのです。Fタイプは、精緻でエキサイティング、みなさんが『運転する』という純粋な目的のみでハンドルを握りたくなる、そんなクルマです。これは、とてもすばらしいことです！」
―　ジャガー、ビークル・インテグリティ担当チーフエンジニア、マイク・クロス

Fタイプのボディに使用された新しい構造用合金は、剛性の大幅な向上に寄与しました。これは、比肩するもののないドライバーとクルマとの一体感を実現する、精密にチューニングが施されたサスペンションシステムには最高の基盤となりました。

Fタイプ全体のねじり剛性は、評価の高いオール・アルミニウムのXKR-Sに比べ、10%高く、しかし、さらに顕著な点は、局所的に成し遂げた各部分における剛性の向上です。コンピューターによる解析プログラム(CAE)を使用して綿密な設計を行った結果、フロントサスペンションの取り付け部などの重要部分における横剛性が最大30%強化されました。フロア構造がより堅固であればあるほど、精緻さが向上し、それにより俊敏性、一体感、レスポンスの忠実性を実現するためにサスペンションを最適化することができるのです。

車体4隅のどっしりとしたホイールの存在感や大きな安定感により、ドライバーに絶対的な信頼感をもたらすFタイプは、前・後輪にダブルウッシュボーン式サスペンションを採用しています。ホイールベースは2,622mm、フロントとリアのトレッドはそれぞれ1,585mmと1,627mです。

フロントとリアのオーバーハング部分を最小限に抑えたことも、重量物をできる限りホイールベース内に集中させることにつながり、慣性モーメントを小さくすることで、よりクイックなコーナリングが可能となりました。このことから得られる恩恵を最大化すべく、ジャガーのエンジニアチームは前後の重量配分に特別な配慮を施しました。重量バランスへのこだわりは、バッテリーのみならず、ウォッシャー液のタンクまでもがエンジンルームからトランクルームへと移されたことからもわかります。

ステアリングは、クルマとドライバーの一体化において、最も身近で最も明確なコミュニケーションといえます。一体感を最大化するため、Fタイプはフロント先端部の重量軽減を可能にする合金製フロント・サブフレームを採用しました。その一方、同じくアルミニウム製でより剛性の高いフロントナックルを用い、ステアリングレスポンスとフィードバックを最高レベルの精緻さで提供できるようにしました。これにより、ジャガー史上最速のステアリングラックの装備が実現しました。ドライバーにフロントホイールの動きを正確に伝えながら、傑出したレスポンスを提供します。

すべてのジャガー車は、乗り心地とハンドリングのバランスを比類なきレベルで達成すべく設計され、チューニングされています。Fタイプにおけるバランスは、ドライバー自ら考え操作するハンドリングへプラスに作用し、また、洗練された乗り心地を決して損ないません。Fタイプに備わっているダイナミック・モードは、ドライバーがボタンを押しさえすれば、車の持つスポーティーな特性を更に顕著なものとします。そのために、スロットル・レスポンスをシャープに、ステアリングウェイトを重く、ギアシフトのスピードや回転域を上げ、また、スタビリティコントロールが介在する前の、許容されるスリップのレベルを拡大しています。ダイナミック・モードを選択すると、ギアボックスがマニュアルモードで使われている場合には、オートマチックでシフトアップすることも防げます。

加えて、「FタイプS」 と「V8 S」には、垂直方向のボディの動き、ロールレート、ピッチレートを能動的に制御するジャガーのアダプティブ・ダイナミクス・システムが搭載されています。このシステムは、ドライバーからのインプットと走行中の車両状態を絶えずモニターし、安定性と俊敏性を最適にするために、１秒間に最大500回にわたりダンパーレートを調節しています。このアダプティブ・ダイナミクス・システムにより、FタイプSとV8 Sは、ダイナミック・モードを選んだ際に更に多くの機能が利用でき、より集中したドライビングを可能にします。またこれら両モデルでは、ダンパーレートがより固めに設定されているため、ボディコントロールも強化されています。

コンフィギュラブル・ダイナミクスのオプションもまた、ジャガーとしては初搭載の機能です。コンフィギュラブル・ダイナミクスは、ドライバーがダイナミック・モードの中から特定の要素を選択できる機能で、例えば、乗り心地を変えずに、ステアリングの重さとスロットル・レスポンスをシャープにする、といった設定が可能になります。

コンフィギュラブル・ダイナミクスは、Fタイプをサーキットで使用する場合に役立つよう、中央のタッチスクリーンに機能を追加することも可能にします。例えば、ドライバーはラップタイムやスプリットタイムを記録できるほか、スロットルやブレーキへのインプット、さらには発生したG値に関する情報を提供します。

ドライバー環境

「Fタイプに乗るという体験をエキサイティングなものにしたいと考えました。スポーツカーのコックピットは特別な場所であるべきですから、サーフェスが前に傾き、ドライバーを包み込むような感覚を醸し出すことを目指しました。このようなFタイプをデザインする上での本質的な思いと、そして期待されていることよりもむしろやりたいことをやる、という精神で取り組みました。この世界に加工されたものが増えるにつれ、こうしたアプローチの重要性は増すのだと思います。」
―　ジャガー、デザイン・ディレクター、イアン・カラム

Fタイプで目指したものは、ドアを開けた瞬間から明らかです。キャビンの構造は「1+1」スポーツカーとしての役割を表しており、ドライバーと電子およびメカニカル機器との「意思の疎通」に焦点が当てられています。これら機器類は、単純に素晴らしい部品類の使用で得られるものよりも、素晴らしい経験を提供してくれます。

目指したのは、ドライバーを包み込むような、ドライバーのためのコックピットです。全てのスイッチやコントロール類は、自然と手が伸びる場所に配置され、かつ論理的にグループ分けされているため、操作をしていてもドライビングから気がそらされることが邪魔することはありません。キャビン内の運転席と助手席の間には、明確な区別が存在します。その一例はハンドルで、これはセンターコンソールの上部から下に伸び、スポーツシフト・セレクターとダイナミック・モードボタンの背後に回り込み、スイッチおよびコントロール類がドライバーのインターフェースであるということを如実に表しています。当然ながら、そのハンドルは助手席乗員に対しても、スポーティーなドライブが待ち受けていることを予感させます。

更なる差別化として、運転席側には異なる仕上げが施されています。ドライバー側のインストルメントパネルの上部とセンターコンソールには、助手席側と比較しても、より機能的な雰囲気の仕上げになっています。「S」および「V8 S」モデルでは、エンジンスタートボタン、ステアリングホイールに取り付けられたギアシフトパドル、そしてダイナミック・モードのトグルスイッチといったメインコントロール・インターフェースは、プロドライバーの腕時計に使用されているものと類似した、イグニスというオレンジの仕上げで強調されています。

直径の小さい3本スポークのステアリングホイールには、フラットボトムもしくはアルカンターラ・トリム仕上げのオプションが用意されています。アナログの回転計と速度計は、まさにジャガーのスポーツカーの特徴であるがごとく、ステアリングホイール越しに、ちょうど額に入った状態に見えるように配されています。タコメーターの数字はスピードメーターの数字より大きく太く表示されています。これは、このクルマに乗る目的を思い出させるヒントであり、また、ドライバーにエンジン性能を最大限に活かして欲しいという、ささやかなメッセージでもあるのです。二つのメーターの間に配された液晶スクリーンは、必要に応じてドライバーに追加情報を提供します。

ジャガーは車両の主要機能をコントロールするために、タッチスクリーン画面をインターフェースに採用した先駆者ですが、Fタイプにおいては、もっと多くの物理的なインターフェースやタッチポイントがドライバーにとって重要だと考えました。暖房機能や換気機能はタッチスクリーンから取り除かれ、Fタイプではスクリーン下に物理的なダイヤルが配されています。

2つのロータリーダイヤルで車内の左右それぞれのサイドの空調を制御でき、温度やその他の情報は中央にあるスクリーンに表示されます。このダイヤルの採用には2つの目的があります。まず、ヒーテッドシートが装備された車では、左右どちらかのダイヤルを押せば、左右それぞれのシートの温度調整を可能にします。また、ダイヤル下部に並んだトグルスイッチは、過去のジャガー・スポーツカーを髣髴させるもので、他の空調機能を管理します。

真のドライビング環境を提供する例としては他に、センターコンソール上にリトラクタブル式の通風孔をもった、革新的な換気システムが挙げられます。この通風孔は空調システム内のアルゴリズムによって制御されおり、ふだんは隠れていますが、急速な温度調整が必要になった際にセンターコンソールの上部から上昇してきます。

全てのジャガー車がそうであるように、Fタイプの内装も優美ラグジュアリーな仕上げとなっています。その一方で、ドライビング環境やドライビング体験を損なわないよう、スイッチギアの色調は意図的に控えめで、機能的なものとなっています。スイッチ類はソフトな感触のマットブラックで仕上げられており、最大限の視認性を確保するために表示には白が使われています。一方、ハイライトアクセントには、意図的に目立たないようにしたサテンクロームとダークなアルミニウムが使われています。この試みを強調するように、両「S」モデルは、V6標準モデルより濃い色調で仕上げられています。

スポーツシートのリクライニングと高さ調節は電動で、前後の位置調整はマニュアルの調整機能が標準装備されています（後者は軽量化のためです）。オプションのパフォーマンスシートの場合、高速でのコーナリング時にサポートとなるよう、サイドの補強材と、突きだしたウイングが備わっています。両タイプとも、フル電動調整機能を付けた場合、調整可能なランバーサポートとサイドサポートが追加されます。

Fタイプには3種類のオーディオシステムが用意されています。そのうち2つは、世界的に有名な英国の専門メーカーであるメリディアン製で、10個または12個のスピーカーに出力380Wまたは770Wのシステムが備わっています。デジタル信号処理技術の豊かな経験が生かされているメリディアン製のシステムは、他に類を見ないサウンド再生を実現します。最高グレードのシステムもまたメリディアン製で、同社の特許であるTrifield System が使用されています。これにより2名の乗員各々が、サラウンドサウンドフィールドのちょうど中央に完璧な形で位置することになります。

エクステリアデザイン

視覚的アピールはジャガーにとって欠かせないものであり、従って、Fタイプも一目でジャガーであると認識できます。

ダイナミックなビジュアルメッセージは、存在感のあるフロントグリルから始まります。それは、ジャガーの大胆なサルーンモデル、XFとXJが確立した形状を受け継ぎつつ、衝撃的なC-X16コンセプトカーのように、スポーツカーの特性を象徴すべくデザインされたものです。グリルの形はよりソフトで広くなり、クルマが静止している時でさえも動きを感じられるよう、前方へわずかに傾いています。グリルのメッシュおよびサイドベントは6角形の新しいデザインで、それまでのダイアゴナル模様のモチーフに比べ、より印象的な形と奥行を与えています。

グリルの両側には「サメのエラ」状の開口部がありますが、これは、強烈なビジュアルインパクトを与え、前方を走る車のルームミラーに映った際にも、一瞬でFタイプであると認識されることを目指した結果です。は、Fタイプの本質的なフォルムはこれらのベントとグリルから始まっていると言えます。一体成形されたクラムシェル型ボンネットは、ジャガーの特徴であるボンネットのパワーバルジとツインベントを取り込みながら、グリルの最先端から後方に伸びています。

フロントで「サメのエラ」状の開口部を分けているブレードが、2本あるFタイプのフォルムの本質を表現している「ハートライン」の1本の出発点です。ハートラインは、わずか2本の力強いラインで、Fタイプのプロファイルと全体像を特徴づけています。1本目のハートラインは、グリルの正面を上昇し、フェンダー･トップにシャープなラインを形成しています。また、このクリース・ラインは運転席から見ると、彫りの深いボンネット下に存在するエンジンの秘めた力を視覚的に彷彿させるだけでなく、コーナーでクルマを正確にポジショニングする際の目印にもなります。

「スポーツカーのあらゆる側面は、その外形寸法も含め、視覚的にエキサイティングな何かを創造することを可能にします。理屈抜きにも物理的にも。私にとってスポーツカーデザインの定義とは、目的に叶うということです。つまり、乗員とメカニカルなものを、可能な限り最もエキサイティングで美しく、官能的な方法で、しかも不要な外見や装飾品を用いることなく、包み込むことです。

ひとつのデザインは、ひとつの物語を語るべきで、だからこそ、Fタイプのラインはそのすべてに始まりと、方向と、終わりがあるのです。もし１本１本のラインに個別に取り組み、美学的にできるだけ適正に、かつ車両の外形寸法も正しく設定したなら、それは時の流れの中で老化する試練に耐えうるものとなるでしょう。」
―　ジャガー、デザイン・ディレクター、イアン・カラム

このハートラインの重要性は、ヘッドランプのデザインによって強調されています。ヘッドランプは水平方向ではなく縦方向に伸びることにより、視線は途切れることなく、自然に上へ、そして、フェンダー・トップのクリース・ラインに沿って導かれます。これは、テクノロジーが、Fタイプのデザイン言語の具現化を容易にした一例です。コンパクトなバイキセノンユニットは、たった一つのプロジェクターユニットのみを必要とし、Jブレードの昼間走行用LEDライトは、ランプ上を通過するハートラインのグラフィックを一層際立たせています。

ハートラインは、フェンダー上部に沿って流れ、ドアラインで下降し、リア・フェンダーに向い優雅に消滅します。サイドベントから折り返すフィーチャーラインと良く似た、この流れるようなライン、およびシル上部の「ライトキャッチャー」の表面装飾は、クルマの輪郭にスピード感とおおらかさをもたらします。「ライトキャッチャー」の存在も、ドア表面のフォルムがサイドを包み込むようにことを可能にし、航空機のような印象をもたらしました。サイドベントの最上部は、クラムシェル・ボンネット下部のエッジによって形成されています。ベント自体は、ジャガーの刻印と共に型抜きされたものです。

デザインの純粋性を表現するためにテクノロジーが貢献した別の例は、リトラクタブル式のドアハンドルに見ることができます。ドアハンドルはリモコンキーで開錠するか、あるいは、ドライバーがハンドルのタッチセンサーの部分に触れるかして作動させるまで、ドアパネルと同じ表面に格納されています。ジャガーの刻印と共に型抜きされて造られたドアハンドルは自動で展開し、機械的な「握手」の役割を担い、ドライバーと乗員を車中に招き入れます。動き出すとドアハンドルは格納され、空力特性上、有利な連続した面となります。

2本目のハートラインの出発点はドアのリアエッジで、そこから外側と上に向かってふくらみ、力強いハンチヒップを形成することにより、後輪が駆動力をもたらしていることを強く意識させます。ハートラインはその後下降し、流れるようなテイルを途切れることのない曲線で包み込み、低く、ワイドで優雅なテイルを形成しています。

この重要な美的要素を実現するため、Fタイプのリアスポイラーは隠されています。このリアスポイラーは前後ダウンフォースのバランスをとるため、60mphの高速走行になるとせり上がり、40mph以下になると下がってフラットになります。他にフロントスプリッター、および成形されたリア・バランスもエアロダイナミクス上のメリットをもたらし、クルマが疾走する際に、バランスのとれた重量配分がその効力を十分発揮できるようになっています。

テイルの幅は、スリムなLEDによって強調されています。このLEDはリアホイールアーチのほぼエッジ近くまで、フェンダーをぐるっと包み込むように配置されています。これらのランプは「点灯すると姿を現す」技術を用いており、機能のひとつが作動するまで存在しないかのように目立たない工夫が施されています。

優雅なプロポーションを実現するため、バックランプとフォグランプはロアバランスに取り付けられています。フロントグリルが前掲していることを反映し、テイルは実際内側に向かって押し込んだ形になっており、クルマが走り出す瞬間を心待ちに待機しているかのような印象を与えます。

テイルパイプが、V6とV8モデルの外見上の違いの１つです。V6モデルでは、過去のジャガー・スポーツカーに準じて、中央にツインテイルパイフを配しています。これまでのジャガー車に取り付けられた中で、最も大きく最も力強いエグゾーストフィニッシャーは、1枚のステンレス鋼から型抜きされたもので、継ぎ目のない輝く表面を有します。一方V8モデルではXKRやXFRモデルのように、特徴のある左右4本出しのテイルパイプが取り付けられています。またリア・バランスを変更することにより、テイルパイプの配置も変更が可能です。

3つのモデル間の細かな違いは、エクステリアデザインの要素を際立たせるトリムにも表れています。V6モデルは、グリル、ベント、フロントスプリッター、リア・バランスに採用されているサテンブラックのトリムが特徴となっています。両Sモデルでは、これらのエリアにグロスブラックの仕上げが施されています。V6モデルは18インチのアロイホイールが標準装備となり、オプションで19インチと20インチが用意されています。SとV8 Sでは、前述の19インチ、20インチがそれぞれ標準装備となっています。最上級モデルのV8 Sでは、「サメのエラ」下部のフロントベイン、サイドシルのフラットエクステンションといったエアロパーツが追加されており、超高速走行時にスタビリティ性能を十分に発揮させる役割を担っています。

こだわりのスポーツカーとして、Fタイプのコンバーチブル・ルーフには、金属ではなく伝統的なファブリックが採用されています。これは、軽量化について大きなメリットがあるだけでなく、パッケージングの最適化を図り、俊敏性を高める上で不可欠の低重心を維持することにも有効です。フードの開閉に要する時間は、30mph以下で12秒です。複層構造の中には、断熱性および吸音性に優れた厚手のシンサレートもライニングとして使用されています。



アデンダム　-　補遺： Fタイプ考

1. 性能から美しさまで － 細部へのこだわり

ボディ・コンプリート担当チーフエンジニアのマーク・ホワイトは次のように説明しています。「新世代のジャガー・スポーツカーを創るのですから、性能とデザインの両方の視点から信憑性のある車にしなくてはなりません。Fタイプは卓越したハンドリング性能を持つ車であるべきで、それを支える強固で堅牢なプラットフォームを有し、そして、どこを見てもジャガーであることがわかるアイコンでなくてはなりません。」

「我々のチームにとっての最大の歓びは、求められた性能（乗り心地、ハンドリング、俊敏性）を支える構造を、堅牢性を向上させながら同時に軽量化も実現して作りあげたことです。」

「また、デザイナーのビジョンを具現化するために懸命に課題に取り組みました。デザイン上の最大の課題はボンネットでした。ボンネットは一体プレス成形であるばかりでなく、最初のハートラインが始まる場所でもあるのです。スタンピングを行った時、我々は皆、グロスブラックに塗装され強い光にさらされたボンネットの周りに集まりました。そしてデザイナーが、『よし、これが希望通りのものだ』と言い、金型エンジンニアが、『それなら作れるさ』と返したのです。我々は最善を尽くして取り組み、量産品のなかにデザインの命題を吹き込むことに成功したのです。」

2. 心地よい振動 － トランスミッションのチューニングを科学する

レスポンシブなエンジンとトランスミッション・システムを更に理解するため、ジャガーは英サウザンプトン大学のサウンド&バイブレーション・リサーチ研究所（ISVR：Institute of Sound and Vibration Research）と継続的に連携しています。振動に対する人間の反応に関する分野で世界的権威であるマイケル・グリフィン教授と共に、最も反応が良くかつドライバーの意思と操作が介在するドライビングを実現するために、どのように音と振動が役立つか研究をしてきました。

パフォーマンス＆操縦性特性テクニカル・スペシャリストであるティム・クラークは次のように説明しています。
「クイックなギアシフトには、しばしば引用され単純化された『シフトタイム』よりも重要なものがあります。知覚は複雑な音と振動のインプットから影響を受けますが、ポジティブな影響を最大化するため、我々はISVRと研究に着手し、ギアシフトに関する身体的・聴覚的特徴を理解しようと努めました。」

「音を発生させることができるモーションシミュレーターを用いた実験を行いました。複数のボランティアが、物理的な加速と音のヒントの組み合わせをさまざまなタイミングで試しました。タイミングは被験者自身がペダルシフト使って決めました。仮に車中で再現しようとしたなら、もっと難しいものとなっていたでしょう。」

「この研究は、『レスポンシブ』なシフトフィールを実現するのに必要な重要パラメーターの定義づけに貢献し、新しい『クイックシフト』トランスミッションの目標設定を後押ししてくれました。その結果、Fタイプが持つ、極めてスポーティーかつ、クルマとの一体感を得られるドライビングが実現したのです。」

3. 理想のサーキット － グローバルテストプログラム

ビークル・ライン・ディレクターのイアン・ホーバンは次のように述べています。「ジャガーはスポーツカーに関し独自の伝統を有しており、そのため、世界中からFタイプに寄せられる期待はとてつもなく大きなものでした。それゆえ、開発に関わることは大変な名誉であるだけでなく、大きな挑戦でもありました。」

「ジャガー・スポーツカーは絶対的な意味でスピードが全てではありません。俊敏性やドライバーのインプットへの反応、こういった1,000分の１秒レベルのレスポンスがクルマとの一体感を醸成するのです。この真に予測可能なレベルのレスポンスこそが、ドライバーに車や自身のドライビングの可能性を探ってみよう思わせるのです。」

「我々が利用する数多くのテストコースの中に、ニュルブルクリンクのノルドシュライフ（北コース）にあるジャガー専用の開発センターがあります。このサーキットは車両に他ではない要求を課すサーキットなのです。超高速テスト施設であるばかりでなく、トランスミッション、シャシー、ブレーキにとっても非常に厳しいコースで、Fタイプが持つ性能を余すことなく引き出し、テストすることができます。Fタイプの性能特性のあらゆる要素を確認することにより、総合的な統合されたパッケージへと磨き上げることができます。」

4. 熱望を形に － デザインプロセス

デザイン・ディレクターのイアン・・カラムは次のように説明しています。「Fタイプは、我々がチームとして取り組みたいと常に思い描いていた車です。Fタイプのデザイン作業は、ほぼチームで行いました。なぜなら我々は非常に近しく一緒に仕事をし、確固たる美学を共有していたからです。」

「まず、チームメンバー全員に、ジャガー・スポーツカーがどのような外観であるべきかを表現してもらいました。もちろん、私の頭の中には自分の考えがありましたが、それをチームに強いることはしませんでした。素晴らしいアイディアはこうした作業から生まれるからです。」

「それは対話型のプロセスであり、また、問題解決のプロセスでもありました。機能的、実用的なことばかりでなく、あるラインを別のラインとどうやって融合させるか、あるいは、あるフォルムと別のフォルムをどうすれば両立させられるか、などを話し合ったのです。全てのプロセスは非常に濃密かつ極めて詳細で、そしてそれらは最初のスケッチに筆を走らせるときから始まっていました。」

「デザイナーは人々に歓びを与え、人々を笑顔にする義務があると思います。」

以上

詳細については、ジャガー・ランドローバー・ジャパン　プレスサイトhttps://pr.jlrj.jp/をご参照ください。
読者からの問い合わせ先：
ジャガーコール（フリーダイヤル）0120-050-689
（9：00～18：00、土日祝日を除く）この件に関する報道関係者からの問い合わせ先：
ジャガー・ランドローバー・ジャパン　マーケティング・広報部 03-5470-4242

広報写真はジャガー・ランドローバー・ジャパン プレスサイトを
ご利用ください
https://pr.jlrj.jp/※ご利用にはユーザー登録が必要になります
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